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バナーとMOTDの管理

バナーとMOTDの概要を管理します。

ONTAPでは、ログインバナーまたはMessage Of The Day（MOTD）を設定して、クラ
スタまたはStorage Virtual Machine（SVM）のCLIユーザに管理情報を提供できます。

バナーは、ユーザにパスワードなどの認証を要求する前に、コンソールセッション（クラスタアクセスのみ）
または SSH セッション（クラスタアクセスまたは SVM アクセス）に表示されます。たとえば、バナーを使
用して、システムへのログインを試行したユーザに次のような警告メッセージを表示することができます。

$ ssh admin@cluster1-01

This system is for authorized users only. Your IP Address has been logged.

Password:

MOTD は、ユーザの認証後、クラスタシェルプロンプトが表示される前に、コンソールセッション（クラス
タアクセスのみ）または SSH セッション（クラスタアクセスまたは SVM アクセス）に表示されます。たと
えば、 MOTD を使用して、認証されたユーザに次のような情報メッセージを表示することができます。

$ ssh admin@cluster1-01

Password:

Greetings. This system is running ONTAP 9.0.

Your user name is 'admin'. Your last login was Wed Apr 08 16:46:53 2015

from 10.72.137.28.

バナーまたはMOTDの内容は、コマンドまたは security login motd modify`コマンドを使用して次の

方法で作成または変更できます `security login banner modify。

• CLI の対話型モードまたは非対話型モードを使用して、バナーまたは MOTD に使用するテキストを指定で
きます。

対話型モードでは、または `-uri`パラメータを指定せずにコマンドを実行すると起動されます。このモー
ドで `-message`は、メッセージに改行（行末とも呼ばれます）を使用できます。

パラメータを使用してメッセージ文字列を指定する非対話型モードで `-message`は、改行はサポートされ
ません。

• バナーまたは MOTD に使用する内容を FTP または HTTP からアップロードできます。

• 動的な内容を表示するように MOTD を設定できます。

MOTD には、たとえば次のような情報を動的に表示することができます。
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◦ クラスタ名、ノード名、または SVM 名

◦ クラスタの日付と時刻

◦ ログインしているユーザの名前

◦ ユーザによるクラスタのノードへの前回のログイン

◦ ログインしたデバイスの名前または IP アドレス

◦ オペレーティングシステムの名前

◦ ソフトウェアリリースバージョン

◦ 有効なクラスタバージョン文字列のマニュアルページには security login motd modify、動的
に生成される内容をMOTDに表示するためのエスケープシーケンスが記載されています。

バナーでは動的な内容はサポートされていません。

バナーと MOTD はクラスタレベルまたは SVM レベルで管理できます。

• バナーには次の特徴があります。

◦ クラスタ用に設定したバナーは、バナーメッセージが定義されていない SVM に対しても表示されま
す。

◦ SVM ごとに SVM レベルのバナーを設定できます。

このバナーが設定された SVM では、クラスタレベルのバナーが設定されていても、 SVM レベルのバ
ナーだけが表示されます。

• MOTD には次の特徴があります。

◦ クラスタに設定したMOTDは、デフォルトですべてのSVMに対しても有効になります。

◦ さらに、SVMごとにSVMレベルのMOTDを設定できます。

この場合、 SVM にログインしたユーザには、クラスタレベルと SVM レベルの 2 つの MOTD が表示
されます。

◦ クラスタレベルの MOTD を有効にするか無効にするかは、クラスタ管理者が SVM 単位で設定できま
す。

クラスタ管理者が SVM でクラスタレベルの MOTD を無効にした場合、その SVM にログインしたユ
ーザにはクラスタレベルの MOTD は表示されません。

バナーの作成

バナーを作成して、クラスタまたはSVMへのアクセスを試みたユーザにメッセージを表
示できます。バナーは、ユーザに認証を要求する前に、コンソールセッション（クラス
タアクセスのみ）またはSSHセッション（クラスタアクセスまたはSVMアクセス）に表
示されます。

手順

1. コマンドを使用し `security login banner modify`て、クラスタまたはSVM用のバナーを作成します。
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状況 そしたら…。

1行のメッセージを指定する textパラメータを使用し `-message`てテキストを
指定します。

メッセージに改行(行末とも呼ばれる)を含める または `-uri`パラメータを指定せずにコマンドを実
行する `-message`と、対話型モードでバナーを編
集できます。

バナーに使用するコンテンツを場所からアップロー
ドする

パラメータを使用し `-uri`て、コンテンツのFTPま
たはHTTPの場所を指定します。

バナーの最大サイズは、改行も含めて 2 、 048 バイトまでです。

パラメータを使用して作成されたバナーは `-uri`静的です。ソースコンテンツのその後の変更を反映して
自動的に更新されることはありません。

クラスタ用に作成したバナーは、既存のバナーがないすべてのSVMに対しても表示されます。以降にSVM

用のバナーを作成すると、そのSVMに対してはクラスタレベルのバナーではなくそのバナーが表示されま
す。パラメータに二重引用符で囲まれ(`"-"`たハイフンを指定）を指定する `-message`と、クラスタレベル
のバナーを使用するようにSVMがリセットされます。

2. コマンドを使用して、作成したバナーが表示されることを確認します security login banner

show。

パラメータに空の文字列を指定する -message(`""`と、内容のないバナーが表示されます。

パラメータをに `"-"`指定する `-message`と、バナーが設定されていないすべてのSVM（管理またはデー
タ）が表示されます。

バナーの作成例

次の例では、非対話型モードを使用して「 cluster1 」クラスタ用のバナーを作成しています。

cluster1::> security login banner modify -message "Authorized users only!"

cluster1::>

次の例では、対話型モードを使用して「 'vm1 」 SVM 用のバナーを作成しています。
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cluster1::> security login banner modify -vserver svm1

Enter the message of the day for Vserver "svm1".

Max size: 2048. Enter a blank line to terminate input. Press Ctrl-C to

abort.

0        1         2         3         4         5         6         7

8

12345678901234567890123456789012345678901234567890123456789012345678901234

567890

The svm1 SVM is reserved for authorized users only!

cluster1::>

次の例は、作成されたバナーを表示します。

cluster1::> security login banner show

Vserver: cluster1

Message

--------------------------------------------------------------------------

---

Authorized users only!

Vserver: svm1

Message

--------------------------------------------------------------------------

---

The svm1 SVM is reserved for authorized users only!

2 entries were displayed.

cluster1::>

関連情報

バナーの管理

バナーの管理

バナーはクラスタレベルまたは SVM レベルで管理できます。クラスタ用に設定したバ
ナーは、バナーメッセージが定義されていない SVM に対しても表示されます。以降に
SVM 用のバナーを作成すると、その SVM に対しては、クラスタ用のバナーではなくそ
のバナーが表示されます。

選択肢
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• クラスタレベルのバナーの管理タスクを次に示します。

状況 そしたら…。

すべての CLI ログインセッションに対して表示する
バナーを作成します

クラスタレベルのバナーを設定します。

`*security login banner modify -vserver

cluster_name { [-message "text"]

[-uri ftp_or_http_addr] }*` すべてのログイン（クラスタと SVM の両方）に対
するバナーを削除する

バナーを空の文字列に設定し(`""`ます）。

security login banner modify -vserver

* -message ""

SVM管理者が作成したバナーを上書きする

SVMのバナーメッセージを変更します。

`*security login banner modify -vserver svm_name {

[-message "text"]

[-uri ftp_or_http_addr] }*`

• SVMレベルのバナーの管理タスクを次に示します。

SVMのコンテキストでは、を指定する `-vserver svm_name`必要はありません。

状況 そしたら…。

クラスタ管理者が指定したバナーの代わりに SVM

用の別のバナーを表示する
SVM用のバナーを作成します。

`*security login banner modify -vserver svm_name {

[-message "text"]

[-uri ftp_or_http_addr] }*` クラスタ管理者が指定したバナーも含め、いずれの
バナーも SVM に対して表示されないようにする

SVMのSVMバナーを空の文字列に設定します。

security login banner modify -vserver

svm_name -message ""

現在 SVM レベルのバナーを使用している SVM で
クラスタレベルのバナーを使用している場合

MOTDの作成

Message Of The Day（MOTD）を作成して、認証されたCLIユーザに情報を伝達できま
す。MOTD は、ユーザの認証後、クラスタシェルプロンプトが表示される前に、コンソ
ールセッション（クラスタアクセスのみ）または SSH セッション（クラスタアクセスま
たは SVM アクセス）に表示されます。
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手順

1. コマンドを使用し `security login motd modify`て、クラスタまたはSVMのMOTDを作成します。

状況 そしたら…。

1行のメッセージを指定する textパラメータを使用し `-message`てテキストを
指定します。

改行を含める(行末とも呼ばれる) または `-uri`パラメータを指定せずにコマンドを実
行する `-message`と、対話型モードでMOTDを編
集できます。

MOTDに使用するコンテンツを場所からアップロー
ドする

パラメータを使用し `-uri`て、コンテンツのFTPま
たはHTTPの場所を指定します。

MOTDの最大サイズは、改行を含めて2、048バイトです。

のマニュアルページに、 `security login motd modify`動的に生成される内容をMOTDに表示するためのエ
スケープシーケンスが記載されています。

パラメータを使用して作成されたMOTD `-uri`は静的です。ソースコンテンツのその後の変更を反映して自
動的に更新されることはありません。

クラスタ用に作成した MOTD は、デフォルトでは、各 SVM に対して個別に作成した SVM レベルの
MOTD と一緒に、すべての SVM ログインに対しても表示されます。SVMのパラメータをに `false`設定す
る `-is-cluster-message-enabled`と、そのSVMに対するクラスタレベルのMOTDは表示されません。

2. コマンドを使用して、作成されたMOTDが表示されることを確認します security login motd

show。

パラメータに空の文字列を指定する -message(`""`と、未設定または内容が含まれていないMOTDが表示
されます。

動的に生成される内容をMOTDに表示するためのパラメータの一覧については、コマンドのマニュアルペ
ージを参照して "security login motd modify のように変更します"ください。使用しているONTAPのバージ
ョンに固有のマニュアルページを確認してください。

MOTDの作成例

次の例では、非対話型モードを使用して「 cluster1 」クラスタ用の MOTD を作成しています。

cluster1::> security login motd modify -message "Greetings!"

次の例では、対話型モードを使用して「 `vm1 」 SVM 用の MOTD を作成しています。この MOTD では、エ
スケープシーケンスを使用して、動的に生成される内容を表示します。
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cluster1::> security login motd modify -vserver svm1

Enter the message of the day for Vserver "svm1".

Max size: 2048. Enter a blank line to terminate input. Press Ctrl-C to

abort.

0        1         2         3         4         5         6         7

8

12345678901234567890123456789012345678901234567890123456789012345678901234

567890

Welcome to the \n SVM.  Your user ID is '\N'. Your last successful login

was \L.

次の例は、作成したMOTDを表示します。

cluster1::> security login motd show

Vserver: cluster1

Is the Cluster MOTD Displayed?: true

Message

--------------------------------------------------------------------------

---

Greetings!

Vserver: svm1

Is the Cluster MOTD Displayed?: true

Message

--------------------------------------------------------------------------

---

Welcome to the \n SVM.  Your user ID is '\N'. Your last successful login

was \L.

2 entries were displayed.

ONTAPでMOTDを管理します。

Message Of The Day（MOTD）はクラスタレベルまたはSVMレベルで管理できます。ク
ラスタに設定したMOTDは、デフォルトですべてのSVMに対しても有効になります。さ
らに、SVMごとにSVMレベルのMOTDを設定できます。クラスタレベルのMOTDは、ク
ラスタ管理者が各SVMに対して有効または無効にできます。

MOTDのコンテンツを動的に生成するために使用できるの詳細については"エスケープシーケンス"、ONTAPの
コマンドリファレンスを参照してください。

選択肢
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• クラスタレベルでMOTDを管理します。

状況 そしたら…。

既存のMOTDがない場合にすべてのログインに対す
るMOTDを作成する

クラスタレベルのMOTDを設定します。

`*security login motd modify -vserver cluster_name {

[-message "text"]

[-uri ftp_or_http_addr] }*` SVMレベルのMOTDが設定されていない場合にすべ
てのログインに対するMOTDを変更する

クラスタレベルのMOTDを変更します。

`*security login motd modify -vserver cluster_name {

[-message "text"] }

[-uri ftp_or_http_addr] }*`

SVMレベルのMOTDが設定されていない場合にすべ
てのログインに対するMOTDを削除する

クラスタレベルのMOTDを空の文字列に設定し(`""`

ます）。

security login motd modify -vserver

cluster_name -message ""

すべてのSVMで、SVMレベルのMOTDを使用する
のではなく、クラスタレベルのMOTDを表示する

クラスタレベルのMOTDを設定してから、SVMレベ
ルのすべてのMOTDを空の文字列に設定し、クラス
タレベルのMOTDを有効にします。

a. `*security login motd modify -vserver

cluster_name { [-message "text"]

[-uri ftp_or_http_addr] }*` .. security login

motd modify { -vserver !"cluster_name"

} -message "" -is-cluster-message

-enabled true

クラスタレベルのMOTDを使用せずに、選択し
たSVMについてのみMOTDを表示する

クラスタレベルのMOTDを空の文字列に設定し、選
択したSVMに対するSVMレベルのMOTDを設定し
ます。

a. security login motd modify -vserver

cluster_name -message ""

b. `*security login motd modify -vserver svm_name

{ [-message "text"]

[-uri ftp_or_http_addr] }*` + この手順は、必要に応じ
てSVMごとに繰り返すことができます。

すべてのSVM（データと管理）に対して同じSVM

レベルのMOTDを使用する
同じMOTDを使用するようにクラスタとすべて
のSVMを設定します。

`*security login motd modify -vserver * { [-message

"text"]
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状況 そしたら…。

[-uri ftp_or_http_addr] }*`

[NOTE] ==== CLIの対話型モードでは、クラスタと
各SVMについてMOTDを個別に入力するように求め
られます。プロンプトが表示されたら、各インスタ
ンスに同じMOTDを貼り付けることができます。

====

クラスタレベルのMOTDをすべてのSVMで必要に応
じて表示できるようにし、クラスタログイン時に表
示されないようにする

クラスタレベルのMOTDを設定し、クラスタに対す
る表示を無効にします。

`*security login motd modify -vserver cluster_name {

[-message "text"]

[-uri ftp_or_http_addr] } -is-cluster-message-enabled

false*`

一部のSVMだけでクラスタレベルとSVMレベルの
両方のMOTDが設定されている場合は、クラスタレ
ベルとSVMレベルのすべてのMOTDを削除する

MOTDに空の文字列を使用するようにクラスタとす
べてのSVMを設定します。

security login motd modify -vserver *

-message ""

他のSVMで空の文字列が使用されている場合、お
よびクラスタレベルで別のMOTDが使用されている
場合にのみ、文字列が空でないSVMのMOTDを変更
する

拡張クエリを使用して選択したMOTDを変更しま
す。

`*security login motd modify { -vserver

!"cluster_name" -message !"" } { [-message "text"]

[-uri ftp_or_http_addr] }*` 該当するテキストが複数行にまたがる場合でも、メ
ッセージ内の任意の場所に特定のテキスト（「
January 」、「 2015 」など）を含むすべての
MOTD を表示する

クエリを使用してMOTDを表示します。

security login motd show -message

*"January"*"2015"*

複数の連続する改行（EOL）を含むMOTDを対話型
モードで作成する

• SVMレベルのMOTDを管理します。

SVMのコンテキストでは、を指定する `-vserver svm_name`必要はありません。

状況 そしたら…。

すでにSVMレベルのMOTDが設定されている場合
は、別のSVMレベルのMOTDを使用する

SVMレベルのMOTDを変更します。

`*security login motd modify -vserver svm_name { [-

message "text"]

9



状況 そしたら…。

[-uri ftp_or_http_addr] }*` すでにSVMレベルのMOTDが設定されている場合
は、SVMでクラスタレベルのMOTDのみを使用する

SVMレベルのMOTDを空の文字列に設定し、そ
のSVMに対してクラスタレベルのMOTDを有効にす
るようにクラスタ管理者に依頼します。

a. security login motd modify -vserver

svm_name -message ""

b. （クラスタ管理者） security login motd

modify -vserver svm_name -is

-cluster-message-enabled true

現在クラスタレベルとSVMレベルの両方のMOTDが
表示されているSVMに対して、SVMにどのMOTD

も表示されないようにする

この手順で説明されているコマンドの詳細については、を"ONTAPコマンド リファレンス"参照してくださ
い。
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